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ホウレンソウの黄化現象と東北南部主要土壌との関連
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1  は  し  め  に

東北南部二主要十壌を用いてホウレンツウを栽培したと

ころ,ホ ウレンソウの下位葉からL位葉にかけて順に黄化

現象を呈した上壌があった。この症状は ホウレンソウを

表 1 供試前土壌及び原土の化学性

で,ホ ウレンソウの黄化現象と土壊との関連について検討

するため,カ リウム濃度を変えて,ボ ット試験及び水耕試

験を行った。その結果の概要を報告する。

2試 験 方 法

0)ボ ット試験 : 花こう岩土 (福島県伊達郡 阿武隈系)
沖積土 (福島市杉妻 畑地利用部桑園跡地上)及び火山灰
土 (福島市土湯系)を供試し,その地質名をもって試験区
とした。各土壌はホゥレンソウを 1作栽培 したもので

,

5m日 の飾で飾別 した後, 1/5000α ボットに充填
した。施肥はN,P206及 びK20を硫酸アンモニウム

,

第一リン酸カルシウム及び硫酸カリウムのかたちで施用し,
ガラス室内で栽培した。

0)水耕試験 : 試験区は4区 (各区 3連制)と し,山
崎0の処法に準拠して調製した水耕液をベースにして,所
要量の塩化カリウム (KCl)を加え, 各区の培養液のカリウ
ム濃度をそれぞれ117脚 (標準区),234四 (K倍量区),
59P(K%量 区)及び 0「 (KO区 )と した。水耕には
100′ 大のポットを使用し,培養液は10日 日ごとに更新し
たが,pHは 堀場K7型制御装置を使用 して常に65±
05に保たれるように調節した。葉色及び分析調査は試験
終了日に生育調査を行い,地 L部と地下部に分けて乾爆・

秤量した。これらの一部を用いて全窒素,蛋自態窒素 ,非
蛋自態窒素及びカリウムの分析を行った。葉色は日本電色

工業の測色色差計 (ND―K5型)を使用した。

同一条件下で栽培したにもかかわらず沖積土では発現が認

められず花こう岩土に多発し,従来報告されている窒素の

過不足による黄化症発現要因2)と は異なるものと推測され

た。供試土壌を分析した結果,多発した花こう岩11はカリ

ウム含量が極めて低かったことを確かめた (表 1)。 そこ

(風乾土当り)

可溶吻

3 結果及び考察

(1)ポ ット試験

表 2に示したように,乾物重は花こう岩上と沖積土では

標準区が,火山灰土はK倍量区で高かった。一方,KO区
は花こう岩土と火山灰上とも葉長,葉幅及び乾物重のいず
れも著しく抑制された。また,花こう岩土KO区では発芽
が極めて悪く,第 1葉に黄化症状が発現し,間もなく枯死
したが,こ の生育不良の原因については明らかでなt、
12, 水耕試験

表 3に示したように,ホ ウレンソウの生育は標準区が最

も優れ,次いで,K倍量区及びK1/2量区の順であった。K
O区の場合には生育初期から葉長,葉幅が小さく,乾物重
は著しく低く,播種45日 目ころから生長が緩慢になり,お
よそ 2か月日の下位葉に黄化症状が生じ日時の経過に伴い

上位葉に黄化が進行し,花 こう岩土にみられた黄化症状が

観察された。

次に,葉の分析 (表 4)と葉色 (表 5)の結果について
みると,培養液中のカリウム濃度が低くなると葉のカリウ
ム含量は低下し,カ リウムに対する窒素含量比は高まり,

この比が大きいほど葉色は明度が高く,緑度の数値は赤度
を示した。KO区の黄度はカリウム標準区の21倍の値を
示した。また,窒素濃度がカリウム濃度より高いホウレンソ
ウの葉では,カ リウム含量が低下するとともに窒素含量が

増大したが,同様のことが既に水稲やソルガムでも認めら
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表 ? Kの施用量とホウレンソウの生育

土壌型及び試験区
発 芽   発芽率
(月 日)   Cの

生育状況 (株当りm) 鞄物重 (ポ ット当り′
最大葉長 地上部   地下部

花こう岩上
標 準 区
K倍量区
KO区

5 2         94
″         80
531          33

155       60
185     60
×      ×

92      13       105
42     06      48
×      ※       X

沖 横 土
標 準 区
K倍量区
KO区

5 2         80
″       100
″           80

215     65
175       62
170        62

101        08         109
72       06        78
84       06        90

火 山灰 土
標 準 区
K倍量区
KO区

5 1 100

100

94

220       72
200        7 2
112     40

85     12      ,7
105        2 2        127
16     02      18

注 標 準 区
K倍量区
KO区
P205

N05gK20 0 5g施 用/pot
l og ″
00g ″

05g各区共通施用

液のK

奮雇:ジ智繁
月27日 ,3本立/pot

収穫 :12月 20日

とホウレンソウ び黄化現象と

試 験 区

K

K

葉 重

1 87 004

茎 重 根重  合計重

035     2 56

K O 区
注.置床 :バーミキュライト,水道水使用
播種 :10粒 /pot 5本立て
栽培期間 :9月 30日～12月 20日

れている0。 この増加した窒素の大部分は非蛋自態窒素の

形で蓄積されており,窒素代謝の異常性も示唆された。
以上の結果からみて,花こう岩土におけるホウレンソウ
の黄化現象はカリウム含量の少ない11壌特性によるところ
が大きいと推察された。また,培養液のカリウム濃度の低
下に伴ってホウレンソウのカリウム成分が低下するという

事実は,カ リ月巴料施用の重要性を示しているといえよう。
しかし,今回の実験では花こう岩土に対する適切な施肥量
について解明するまでに至らなかった。更に,ホ ウレンソ

クの黄化現象がカリウム不足という単独要因によって起っ

たものかどうかについては疑間が残ることから,カ ルシウ

0 25

085 0 22 024
038 011 0 07

ム及びマグネシウムなどの拮抗作用との関係を中心に今後

更に検討する必要があろう。

4摘

花こう岩土,沖積土及び火山灰土を用いた試験において
発現したホウレンソウの黄化現象とカリウム濃度との関連

について,ポ ット試験及び水耕法によって検討した。
ほ)ボ ット試験では,カ リウム無施用のホウレンソウの
生育に対する影響は,沖積土以外の十壌で大きく,特に花
1こ う岩土で悪く,第 1葉に黄化症状が観察された。
●)水耕試験では,培養液のカリウム濃度の低下に伴っ
て乾物重が著しく減少し,カ リウムに対する窒素の含量比

は高まり,こ の比が大きいほど葉色は明度が高く,緑度の
数値は赤度を示し,無カリ条件の黄度はカリウム標準量の

約 2倍の値を示した。

13)以上の結果からみて,花こう岩土におけるホウレン
ソウの黄化現象はカリウム含量の少ない上壌特性によると

ころが大きいと推察された。
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要

葉数
G文 ) 転⑤

葉幅
l●7)

根長  黄化葉数
の    ∽

11 5      9 3      5 3       107      59 7          0

95   51    88   527    05
67   217    29

表 4 墳養液の K濃度とホウレンソウ葉のN含量 ,

フ賜 T―N/Ю0

表 5 培養液のK濃度とホウレンソゥの葉色
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